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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、様々な環境で動作する非接触原子間力顕微鏡を駆使して、絶縁体表面の欠陥とナノ構造体

との間の電荷移動現象を解明するとともに、ナノ構造体の構造と電荷状態が触媒メカニズムにどのよ

うに関係するかを原子スケールで解明することを目的としている。 

これまでに、３次元静電気力分光法、力検出高感度化、ケルビンプローブ力顕微鏡の開発、吸着ガス

状態測定法などの観察手段を確立し、欠陥を有するアルミナ構造体の帯電状態とその変化の観察、二酸

化チタン表面の吸着酸素原子の電荷状態観察・操作などを達成している。後半は、これらの観察・測定

手段を駆使して、当初目標に掲げた反応ガス中ナノ構造体の触媒メカニズムの解明と学術分野の開拓

への体系的な取組を期待する。 


